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4
月
8
日
、
四
国
山
香
り
の
森
公
園
・

香
り
ド
ー
ム
で
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
観
察
会
を

行
い
、
市
内
外
か
ら
約
100
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
名
和
昆
虫
博
物
館
の
名
和
哲
夫

館
長
を
講
師
に
迎
え
、講
話
を
聞
い
た
後
、

公
園
内
の
散
策
路
沿
い
で
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を

探
索
し
ま
し
た
。
山
の
中
腹
で
は
、
麓
に

向
か
っ
て
羽
ば
た
く
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は「
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
思
っ
た
よ

り
も
速
く
飛
ん
で
び
っ
く
り
し
た
」と
目

を
丸
く
し
て
い
ま
し
た
。

春
の
女
神
を
み
つ
け
よ
う

ギ
フ
チ
ョ
ウ
観
察
会

令
和
4
年
度

大
桑
城
跡
発
掘
調
査
報
告
会
開
催

　
4
月
11
日
、
大
桜
保
育
園
で
、
木
製
の

ロ
ッ
カ
ー
、
下
足
入
れ
の
お
披
露
目
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
加
藤
精
工
株
式
会
社
か

ら
い
た
だ
い
た
寄
附
と
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
て
、
大
桜
保
育
園
、
梅
原
保
育

園
、
み
や
ま
保
育
園
の
ロ
ッ
カ
ー
と
下
足

入
れ
を
木
質
化
し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、木
製
品
の
お
披
露
目
を
し
た
後
、

園
児
が
感
謝
の
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

園
児
は「
木
が
つ
る
つ
る
し
て
い
て
気

持
ち
い
い
」と
木
製
の
ロ
ッ
カ
ー
を
触
り

な
が
ら
う
れ
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

　
４
月
21
日
、
山
県
市
出
身
の
FC
岐
阜
横

山
智
也
選
手
が
自
身
の
等
身
大
パ
ネ
ル
設

置
の
た
め
、
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
横
山
選
手
は
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
FC
岐
阜

に
加
入
し
、
当
市
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
応
援

大
使
を
務
め
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
FC

岐
阜
が
応
援
大
使
の
等
身
大
パ
ネ
ル
の
設

置
を
各
市
町
村
で
始
め
て
お
り
、
大
使
を

務
め
る
山
県
市
の
出
身
と
い
う
縁
で
選
手

本
人
が
設
置
し
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
に
は
横

山
選
手
の
直
筆
サ
イ
ン
が
あ
り
、
横
山
選

手
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
横
山
選
手
の
今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で

す
。

木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て

保
育
園
木
質
化
製
品
お
披
露
目
会

FC
岐
阜
の
横
山
智
也
選
手
が

等
身
大
パ
ネ
ル
を
設
置

　
3
月
18
日
、
花
咲
き
ホ
ー
ル
で
、
令
和

4
年
度
大
桑
城
跡
発
掘
調
査
報
告
会
を
開

催
し
、
市
内
外
か
ら
約
100
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
岐
阜
市
文
化
財
保
護
課

主
幹
・
大
桑
城
跡
調
査
検
討
委
員
会
副
委

員
長
の
内
堀
信
雄
さ
ん
に
よ
る
特
別
講
演

「
発
掘
成
果
に
み
る
大
桑
城
の
特
徴
～
石

垣
・
庭
・
出
土
品
～
」や
市
教
育
委
員
会

に
よ
る
発
掘
調
査
成
果
の
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
発
掘
調
査
の
成
果
か
ら
分

か
っ
た
こ
と
な
ど
を
熱
心
に
聞
き
、
大
桑

城
跡
の
魅
力
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
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高齢者叙勲で神山武さんが
瑞宝双光章受章

令和5年度
山県市消防団入団式

山県市立保育園
民間移管に関する協定締結式

　
市
内
在
住
で
元
公
立
小
学
校
長
の
神
山
武
さ
ん
が
、

高
齢
者
叙
勲
に
よ
り
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
、
3

月
28
日
に
教
育
長
か
ら
受
章
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

　

神
山
さ
ん
は
、
昭
和
32
年
4
月
に
加
茂
郡
東
白
川

村
立
越
原
小
学
校
に
赴
任
さ
れ
た
後
、
岐
阜
市
や
郡

上
郡
の
教
諭
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
平
成
7
年
3
月
に

岐
阜
市
の
小
学
校
長
を
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
誠
実
に

子
ど
も
た
ち
の
教
育
や
学
校
経
営
に
取
り
組
ま
れ
、

県
内
教
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
3
月
26
日
、
美
山
中
央
公
民
館
で
、
令
和
5
年
度

山
県
市
消
防
団
入
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
藤
根
団
長
か
ら
、
小
山
副
団
長
や
就
任

さ
れ
た
分
団
役
員
、
新
入
団
員
に
対
し
て
辞
令
を
交

付
し
、
新
入
団
員
を
代
表
し
第
10
分
団
の
三
島
団
員

が
新
入
団
員
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

団
員
は
、
市
長
の
式
辞
や
団
長
の
訓
示
を
受
け
、

よ
り
一
層
防
火
・
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
ま
し

た
。

　
3
月
28
日
、
市
役
所
公
室
で
、
山
県
市
立
保
育
園
民
間
移
管
に
関

す
る
協
定
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
4
月
1
日
か
ら
、
高
富
保
育
園
が
社
会
福
祉

法
人
同
朋
会
へ
、富
岡
保
育
園
が
学
校
法
人
春
日
学
園
へ
移
管
さ
れ
、

各
法
人
に
よ
る
保
育
園
の
運
営
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
同
朋
会
の
井
上
悟
理
事
長
は「
子
ど
も
の
主
体
性
を
大
切
に
し
て

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
尽
力
し
た
い
」と

話
し
、
春
日
学
園
の
春
日
晃
章
理
事
長
は「
山
県
市
で
子
育
て
を
し

た
く
な
る
よ
う
な
保
育
を
提
供
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
5
月
2
日
、
富
岡
小
学
校
で
、
同
校
出

身
の
ア
ス
リ
ー
ト
新
木
詩
乃
さ
ん
に
よ
る

陸
上
教
室
を
開
催
し
、
富
岡
小
学
校
児
童

約
3
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
新
木
さ
ん
は
国
体
や
高
校
総
体
で
活
躍

し
た
経
歴
を
持
ち
、
現
在
は
小
島
プ
レ
ス

工
業
の
陸
上
競
技
部
に
所
属
し
て
い
ま

す
。
教
室
で
は
、
走
る
と
き
の
正
し
い
姿

勢
や
決
め
ら
れ
た
位
置
に
踏
み
込
ん
で
走

る
こ
と
を
学
び
、
最
後
に
は
新
木
さ
ん
と

代
表
児
童
が
短
距
離
走
で
勝
負
し
ま
し

た
。

　

児
童
は「
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
意
識
し

て
走
り
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

富
岡
小
150
周
年
記
念
事
業

新
木
詩
乃
さ
ん
陸
上
教
室

　
市
で
は
、
大
桑
城
跡
の
魅
力
を
広
く
周

知
す
る
PR
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
四
季
折
々
の
情
景
や
ハ
イ
キ

ン
グ
な
ど
、
大
桑
城
跡
の
楽
し
み
方
を
ま

と
め
た「
イ
メ
ー
ジ
動
画
」、
大
の
城
好
き

と
し
て
知
ら
れ
る
落
語
家
の
春
風
亭
昇
太

師
匠
が
、
大
桑
城
跡
の
特
徴
的
な
遺
構
な

ど
を
市
の
文
化
財
担
当
者
と
一
緒
に
解
説

す
る「
見
ど
こ
ろ
紹
介
動
画
」で
す
。
現
地

で
は「
見
ど
こ
ろ
紹
介
動
画
」を
視
聴
で
き

る
2
次
元
コ
ー
ド
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
約
500
年
前
の
戦
国
時
代
の
大
桑

城
を
ぜ
ひ
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

大
桑
城
跡
PR
動
画

配
信
中
！

イメージ動画
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～
先
人
か
ら
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
～

わ
が
ま
ち
の

歴
史
再
発
見

　 連　載 　

今年で8回目
イクボス宣言式

信田智惠さん
100歳を迎える

　
4
月
4
日
、
市
役
所
公
室
で
、
今
年
度
新
た
に
幹
部
と
な
っ

た
市
職
員
と
市
内
小
学
校
長
が
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

を
目
指
す
た
め
、
イ
ク
ボ
ス
宣
言
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
宣
言
式
は
、
平
成
28
年
7
月
か
ら
行
っ
て
お
り
、
今

年
で
8
回
目
で
す
。

　

引
き
続
き
ノ
ー
残
業
デ
ー
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
推
進
デ
ー
の
設
定
、
夏
休
み
中
の
日
直
を
置
か
な
い
学
校

閉
庁
日
を
設
け
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
い
、
勤
務
時
間
の

削
減
を
図
る
こ
と
で
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
4
月
10
日
、
信
田
智
惠
さ
ん
が
100
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ま
し
た
。
信
田
さ
ん
は
と
て
も
器
用
で
、
以
前
は
布
の
ブ

ロ
ー
チ
作
り
や
毛
糸
の
セ
ー
タ
ー
を
編
む
な
ど
、
裁
縫
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

長
寿
の
秘
け
つ
は「
手
先
と
頭
を
使
う
こ
と
」で
、
最
近

は
ク
イ
ズ
や
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
が
お
好
き
と
の
こ
と

で
す
。

　
現
在
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
週
2
回
通
い
、「
仲
の
良
い
友

人
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
時
間
が
楽
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

市
内
に
は
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
貴
重
な

歴
史
資
産
が
多
く
あ
り
ま
す
。
わ
が
ま
ち
の
身
近

な
歴
史
を
再
発
見
し
、
未
来
へ
つ
な
い
で
い
き
ま

し
ょ
う
。 

問
生
涯
学
習
課
文
化
財
調
査
室　
℡
32-

9
0
0
8

ミ
ニ
大
桑
城

16

　
戦
国
時
代
、
美
濃
国
守
護
土
岐
氏
の
居
城
が

あ
っ
た
大
桑
城
跡
の
山
頂
に
は
、
高
さ
4
m
ほ

ど
の
小
さ
な
お
城
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
写
真

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
人
気
の
こ
の
お
城
は
、
ど

の
よ
う
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ミ
ニ
大
桑
城
は
、
昭
和
61
年
か
ら
昭
和
63
年

の
間
に
、
地
元
の
方
が
中
心
と
な
っ
て
つ
く
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　
実
は
、
現
在
の
ミ
ニ
大
桑
城
が
つ
く
ら
れ
る

前
に
、
丸
太
と
ト
タ
ン
で
つ
く
ら
れ
た
ミ
ニ
大

桑
城
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
初
代
ミ
ニ
大
桑
城
が
倒
壊
し
た
こ
と

が
、
現
在
あ
る
ミ
ニ
大
桑
城
を
つ
く
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
61
年
に
、
ま
ず
、
城
の
基
礎
に
使
う
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
山
頂
ま
で
運
ば
れ
、

翌
年
に
は
、
砂
が
運
ば
れ
、
お
城
の
基
礎
工
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
63
年
に
は
、
城

の
本
体
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
山
頂
ま
で
運
ば
れ
、

つ
い
に
ミ
ニ
大
桑
城
が
完
成
し
た
そ
う
で
す
。

　
戦
国
時
代
当
時
、
天
守
が
あ
っ
た
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
大
桑
城
を
大
切
に
思
う
地
域
の

人
た
ち
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
こ
の
小
さ
な
シ

ン
ボ
ル
は
、
今
も
訪
れ
る
人
た
ち
の
心
を
つ
か

ん
で
い
ま
す
。

交通安全協会富岡支部が
交通安全功労者表彰受賞

　
5
月
11
日
、
山
県
地
区
交
通
安
全
協
会
富
岡
支
部
が
、
岐
阜

県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
の
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
団
体
連
名

賞
を
受
賞
し
、
井
尾
利
夫
支
部
長
が
受
賞
報
告
の
た
め
市
長
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
支
部
は
、
小
学
校
と
連
携
し
て
毎
日
登
下
校
中
の
児
童
を

引
率
す
る
な
ど
の
活
動
が
、
地
域
の
交
通
事
故
防
止
や
交
通
安

全
の
意
識
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　
井
尾
支
部
長
は「
交
通
事
故
の
な
い
暮
ら
し
を
目
指
し
て
活
動

を
続
け
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。
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